
(57)【要約】

本発明は、振動を有する構成部分、たとえばエンジンブ

ロックに間接的にまたは直接的に取り付けるための振動

検出器（１）に関する。この振動検出器（１）は、ケー

シング（１０）と、中央の孔（１４）、円筒状の領域（

１２）およびフランジ状の縁部（１３）を備えた圧力ス

リーブ（２）とを有している。圧電式の板（３）は２つ

のコンタクト板（７）の間に配置されている。サイズモ

系の質量体（４）はばねエレメント（５）とねじ山付き

リング（６）とによって圧電式の板（３）に作用してい

る。コンタクト板（７）の、圧電式の板（３）とは反対

の側に絶縁板（８）が配置されている。この場合、この

絶縁板（８）は、圧力スリーブ（２）の円筒状の領域（

１２）の外径（Ｄ２）よりも小さく寸法設定された内径

（Ｄ１）を有している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
振 動 を 有 す る 構 成 部 分 に 間 接 的 に ま た は 直 接 的 に 取 り 付 け る た め の 振 動 検 出 器 で あ っ て 、
ケ ー シ ン グ （ １ ０ ） と 、 中 央 の 孔 （ １ ４ ） 、 円 筒 状 の 領 域 （ １ ２ ） お よ び フ ラ ン ジ 状 の 縁
部 （ １ ３ ） を 備 え た 圧 力 ス リ ー ブ （ ２ ） と 、 ２ つ の コ ン タ ク ト 板 （ ７ ） の 間 に 配 置 さ れ た
圧 電 式 の 板 （ ３ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 板 （ ３ ） に サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 （ ４ ） が 作 用 し
て お り 、 コ ン タ ク ト 板 （ ７ ） の 、 圧 電 式 の 板 （ ３ ） と は 反 対 の 側 に そ れ ぞ れ １ つ の 絶 縁 板
（ ８ ） が 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の に お い て 、 少 な く と も １ つ の 絶 縁 板 （ ８ ） が 、 圧 力 ス
リ ー ブ （ ２ ） の 円 筒 状 の 領 域 （ １ ２ ） の 外 径 （ Ｄ ２ ） よ り も 小 さ く 寸 法 設 定 さ れ た 内 径 （
Ｄ １ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ２ 】
絶 縁 板 （ ８ ） が 、 内 径 （ Ｄ １ ） か ら の 少 な く と も １ つ の ス リ ッ ト （ １ ６ ） を 有 し て お り 、
該 ス リ ッ ト （ １ ６ ） が 、 予 め 規 定 さ れ た 長 さ を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ３ 】
絶 縁 板 （ ８ ） が 、 内 側 の 周 面 （ １ ５ ） か ら 外 側 の 周 面 に 向 か っ て 一 貫 し て 延 び る ス リ ッ ト
（ １ ８ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ４ 】
ス リ ッ ト （ １ ６ ； １ ８ ） が 、 Ｖ 字 形 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １
項 記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ５ 】
ス リ ッ ト （ １ ６ ） が 、 絶 縁 板 （ ８ ） の 中 央 線 の 方 向 に 延 び て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の
い ず れ か １ 項 記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ６ 】
絶 縁 板 （ ８ ） に 、 全 周 に わ た っ て 環 状 に 延 び る 縁 部 （ １ ９ ， ２ ０ ） が 形 成 さ れ て お り 、 こ
れ に よ っ て 、 絶 縁 板 （ ８ ） の 、 ス リ ッ ト （ １ ６ ） を 形 成 し た 内 側 の 周 面 領 域 （ １ ７ ） が 、
絶 縁 板 （ ８ ） の 平 面 か ら 張 り 出 し て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 振 動
検 出 器 。
【 請 求 項 ７ 】
圧 力 ス リ ー ブ （ ２ ） の 円 筒 状 の 領 域 （ １ ２ ） と フ ラ ン ジ 状 の 縁 部 （ １ ３ ） と の 間 の 移 行 領
域 に 円 錐 状 の 領 域 （ ２ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ８ 】
絶 縁 板 （ ８ ） が 、 全 周 に わ た っ て 環 状 に 延 び る ２ つ の 縁 部 （ １ ９ ， ２ ０ ） を 有 し て お り 、
両 縁 部 （ １ ９ ， ２ ０ ） の 間 に 円 錐 状 の 領 域 （ ２ １ ） が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま
で の い ず れ か １ 項 記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 ９ 】
当 該 振 動 検 出 器 の 両 絶 縁 板 が 同 一 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項
記 載 の 振 動 検 出 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
振 動 を 有 す る 構 成 部 分 に 間 接 的 に ま た は 直 接 的 に 取 り 付 け る た め の 振 動 検 出 器 に 用 い ら れ
る 絶 縁 板 に お い て 、 当 該 絶 縁 板 （ ８ ） が 、 圧 力 ス リ ー ブ （ ２ ） の 円 筒 状 の 領 域 （ １ ２ ） の
外 径 （ Ｄ ２ ） よ り も 小 さ く 寸 法 設 定 さ れ た 内 径 （ Ｄ １ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、
絶 縁 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
背 景 技 術
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 部 に 記 載 し た 形 式 の 振 動 検 出 器 に 関 す る 。 特 に 本 発 明 は 、
振 動 検 出 器 、 た と え ば ノ ッ ク セ ン サ に 用 い ら れ る 、 圧 電 式 の 板 を 絶 縁 す る た め の 絶 縁 板 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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振 動 検 出 器 は 種 々 異 な る 構 成 で 知 ら れ て い る 。 た と え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第
４ ４ ０ ３ ６ ６ ０ 号 明 細 書 に は 、 圧 力 ス リ ー ブ を 備 え た 、 内 燃 機 関 の た め の ノ ッ ク セ ン サ で
使 用 さ れ る 振 動 検 出 器 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 公 知 の 振 動 検 出 器 で は 、 圧 力 ス リ ー ブ が 当
付 け 領 域 を 介 し て 、 振 動 を 検 出 し た い 構 成 部 分 に 固 く 接 合 さ れ る 。 こ こ で 検 出 し た い 振 動
は 、 運 転 中 の 内 燃 機 関 の ノ ッ キ ン グ ノ イ ズ で あ る 。 こ の ノ ッ キ ン グ ノ イ ズ は 、 ノ ッ ク セ ン
サ と し て の 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス 製 の 振 動 検 出 器 に 伝 え ら れ 、 評 価 可 能 な 出 力 信 号 に 変 換 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 ４ １ ２ ３ ７ ８ ６ 号 明 細 書 に 基 づ き 、 内 燃 機 関 に 用 い ら れ
る ノ ッ ク セ ン サ が 公 知 で あ る 。 図 ７ に 概 略 的 に 示 し た よ う に 、 こ の ノ ッ ク セ ン サ は 、 ケ ー
シ ン グ （ 図 示 せ ず ） 内 に 配 置 さ れ た 圧 力 ス リ ー ブ ２ を 有 し て い る 。 こ の 圧 力 ス リ ー ブ ２ の
外 側 は 圧 電 式 の 板 ３ と サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ と を 有 し て い る 。 こ の サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４
は 、 ね じ 山 付 き リ ン グ ６ を 用 い て 予 荷 重 も し く は プ レ ロ ー ド を か け る こ と が で き る ば ね エ
レ メ ン ト ５ に よ っ て 圧 電 式 の 板 ３ に 作 用 し て い る 。 図 ７ に 示 し た よ う に 、 圧 電 式 の 板 ３ は
２ つ の コ ン タ ク ト 板 ７ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 両 コ ン タ ク ト 板 ７ は 、 組 み 込 ま れ た 接 続 コ
ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 信 号 を 評 価 ユ ニ ッ ト に 送 出 す る 。 十 分 な 絶 縁 を 保 証 す る た め
に は 、 コ ン タ ク ト 板 ７ の 外 面 に そ れ ぞ れ 絶 縁 板 ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 小 さ な チ ッ プ ９ （ 金 銀 糸 ； Ｆ ｌ ｉ ｔ ｔ ｅ ｒ ） が 圧 力 ス リ ー ブ ２ と 圧 電 式 の 板 ３ と
の 間 の 中 間 室 内 に 侵 入 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 チ ッ プ ９ は 、 た と え ば ね じ 山 付 き リ ン グ
６ の 螺 合 時 に ま た は ケ ー シ ン グ １ ０ の プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 形 時 に こ の 箇 所 に 侵 入 さ せ ら れ
得 る 。 こ れ に よ っ て 、 圧 電 式 の 板 ３ と 圧 力 ス リ ー ブ ２ お よ び ／ ま た は サ イ ズ モ 系 の 質 量 体
４ と の 間 に 接 続 が 生 ぜ し め ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 短 絡 が 引 き 起 こ さ れ る 。 公 知 先 行 技 術
に よ る 絶 縁 板 ８ は 、 圧 電 式 の 板 ３ お よ び サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ と 同 じ 内 径 を 有 し て い る 。
こ れ に よ っ て 、 個 別 部 分 と 圧 力 ス リ ー ブ ２ と の 間 の 間 隔 が 一 定 と な る 。 短 絡 形 成 を 回 避 す
る た め に は 、 小 さ な チ ッ プ ９ が コ ン タ ク ト 板 ７ と サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ も し く は 圧 力 ス リ
ー ブ ２ と の 間 の 接 続 を 形 成 し 得 な い よ う に 、 絶 縁 板 ８ が 肉 厚 に 製 作 さ れ て も よ い 。 し か し
、 こ の こ と は 、 特 に 音 響 的 な 理 由 に 基 づ き 不 利 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 こ の 場 合 、 振 動 を も
は や 最 適 に 検 出 す る こ と が で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
発 明 の 利 点
請 求 項 １ の 特 徴 を 備 え た 、 振 動 を 有 す る 構 成 部 分 に 間 接 的 に ま た は 直 接 的 に 取 り 付 け る た
め の 本 発 明 に よ る 振 動 検 出 器 は 従 来 の も の に 比 べ て 、 コ ン タ ク ト 板 も し く は 圧 電 式 の 板 と
サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 も し く は 圧 力 ス リ ー ブ と の 間 の 短 絡 形 成 を 簡 単 に 阻 止 す る こ と が で き
る と い う 利 点 を 有 し て い る 。 こ の こ と は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 絶 縁 板 の 内 径 が 圧 力 ス リ ー ブ
の 円 筒 状 の 領 域 の 外 径 よ り も 小 さ く 寸 法 設 定 さ れ て い る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の 場
合 、 絶 縁 板 の 内 径 は 、 圧 力 ス リ ー ブ の 円 筒 状 の 領 域 の 外 径 よ り も 小 さ く 寸 法 設 定 さ れ て い
る に も か か わ ら ず 、 問 題 な し に 圧 力 ス リ ー ブ に 被 せ る こ と が で き る よ う に 選 択 さ れ る 。 絶
縁 板 を 圧 力 ス リ ー ブ に 被 せ た 後 、 絶 縁 板 の 内 側 の 周 面 縁 部 が 絶 縁 板 の 平 面 か ら 張 り 出 す の
で 、 内 側 の 周 面 縁 部 は 、 コ ン タ ク ト を 引 き 起 こ す 構 成 部 分 の 間 に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置
さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 振 動 検 出 器 の 絶 縁 が 著 し く 改 善 さ れ 、 湿 分 影 響 に お け る 遮 断
も し く は 隔 離 も 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
絶 縁 板 が 、 内 径 か ら の 少 な く と も １ つ の ス リ ッ ト を 有 し て お り 、 該 ス リ ッ ト が 、 予 め 規 定
さ れ た 長 さ を 有 し て い る と 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 一 方 で は 、 絶 縁 板 が 圧 力 ス リ ー ブ
に 簡 単 に 被 せ ら れ 、 他 方 で は 、 絶 縁 板 の 平 面 か ら の 絶 縁 板 の 内 側 の 周 面 領 域 の 起 立 が 助 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 別 の 構 成 に よ れ ば 、 絶 縁 板 が 、 ス リ ッ ト を 有 し て お り 、 該 ス リ ッ ト が 、 内 径 か ら
外 径 に ま で 一 貫 し て 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 絶 縁 板 は 、 圧 力 ス リ ー
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ブ へ の 被 せ 時 に 拡 張 さ れ 、 絶 縁 板 が 最 終 的 な 組 付 け 位 置 に 到 達 し た 場 合 に 絶 縁 板 の 固 有 弾
性 に 基 づ き 自 ず と 再 び 閉 鎖 さ れ る 。 こ の 構 成 で は 、 プ ラ ス チ ッ ク ケ ー シ ン グ の プ ラ ス チ ッ
ク の 射 出 成 形 後 、 射 出 成 形 プ ラ ス チ ッ ク に よ っ て し か 絶 縁 さ れ て い な い 小 さ な ス リ ッ ト が
確 か に 残 さ れ て い る が 、 し か し 、 公 知 先 行 技 術 に お け る 従 来 の 状 況 に 比 べ て 、 短 絡 可 能 性
を 伴 っ た 臨 界 的 な 容 積 割 合 は 著 し く 少 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
絶 縁 板 の ス リ ッ ト の 簡 単 な 製 作 可 能 性 を 保 証 す る た め に は 、 ス リ ッ ト が 、 Ｖ 字 形 に 形 成 さ
れ て い る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
絶 縁 板 を 圧 力 ス リ ー ブ に 特 に 簡 単 に 被 せ る こ と が で き る よ う に す る た め に は 、 絶 縁 板 の ス
リ ッ ト が 、 絶 縁 板 の 中 央 線 の 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
絶 縁 板 を 圧 力 ス リ ー ブ に 簡 単 に 被 せ る こ と は 、 絶 縁 板 が 、 全 周 に わ た っ て 環 状 に 延 び る 縁
部 を 有 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 絶 縁 板 の 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の ス リ ッ ト を 形 成 し た 内
側 の 周 面 縁 部 が 、 絶 縁 板 の 平 面 か ら 張 り 出 し て い る こ と に よ っ て も 達 成 す る こ と が で き る
。 こ れ に よ っ て 、 こ の よ う な 形 式 で 形 成 さ れ た 絶 縁 板 が 、 圧 電 式 の 板 と 圧 力 ス リ ー ブ と の
間 に よ り 簡 単 に 配 置 さ れ る こ と も 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 別 の 有 利 な 構 成 に よ れ ば 、 圧 力 ス リ ー ブ の 円 筒 状 の 領 域 と フ ラ ン ジ 状 の 縁 部 と の
間 の 移 行 領 域 に 円 錐 状 の 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 円 錐 状 の 領 域 は 、 圧 力 ス リ ー ブ に 被
せ ら れ る エ レ メ ン ト の セ ン タ リ ン グ を 助 成 し て い て 、 こ の エ レ メ ン ト を プ ラ ス チ ッ ク ケ ー
シ ン グ の プ ラ ス チ ッ ク の 射 出 成 形 時 で も 位 置 保 持 し て い る 。 さ ら に 、 圧 力 ス リ ー ブ の 円 錐
状 の 領 域 は 、 振 動 検 出 器 の 圧 力 ス リ ー ブ と コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と の 間 で の 絶 縁 板 の 、 よ
り 正 確 に は 、 絶 縁 板 の 内 側 の 周 面 縁 部 の 配 置 を 助 成 し て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る
絶 縁 板 は 圧 力 ス リ ー ブ の 円 錐 状 の 領 域 に 適 合 さ れ る 。 さ ら に 、 有 利 に は 、 ス リ ッ ト を 内 側
の 縁 部 領 域 に 設 け る こ と に 基 づ き 、 こ の 内 側 の 縁 部 領 域 の 、 個 々 の ス リ ッ ト に よ っ て 分 割
さ れ た 部 分 領 域 が 少 な く と も 部 分 的 に 重 畳 し て い る こ と が 付 加 的 に 達 成 さ れ る 。 こ れ に よ
っ て 、 絶 縁 が 一 層 確 実 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
圧 力 ス リ ー ブ の 円 錐 状 の 領 域 へ の 一 層 良 好 な 適 合 を 可 能 に す る た め に は 、 絶 縁 板 が 、 全 周
に わ た っ て 環 状 に 延 び る ２ つ の 縁 部 を 有 し て お り 、 両 縁 部 の 間 に 円 錐 状 の 領 域 が 形 成 さ れ
て い る と 有 利 で あ る 。 絶 縁 板 の 円 錐 状 の 領 域 が 、 圧 力 ス リ ー ブ の 円 錐 状 の 領 域 と 同 じ テ ー
パ を 有 し て い る と 特 に 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 圧 力 ス リ ー ブ へ の 絶 縁 板 の 密 な 接 触 を
保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
振 動 検 出 器 の 両 絶 縁 板 が 同 一 に 形 成 さ れ て い る と 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 振 動 検 出 器
の 全 て の 領 域 で 均 一 な 絶 縁 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ る 絶 縁 板 が 、 偶 数 の ス リ ッ ト 、 た と え ば ８ つ の ス リ ッ ト を 有 し て お り 、 該 ス リ
ッ ト が 、 絶 縁 板 に 対 称 的 に 分 配 さ れ て い る と 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
有 利 に は 、 絶 縁 板 が 、 コ ン タ ク ト 板 も し く は 圧 電 式 の 板 よ り も 大 き な 外 径 を 有 し て い る よ
う に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に よ っ て 、 圧 電 式 の 板 の 外 側 の 領 域 に お け る 絶 縁 も 改 善
さ れ る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 板 の 外 側 の 周 面 領 域 を １ つ の 方 向 に 曲 げ 返 す こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 特 に チ ッ プ ま た は 金 銀 糸 も し く は 湿 分 に 基 づ く 導 電 接 続 に
対 す る 改 善 さ れ た 絶 縁 作 用 が 提 供 さ れ た 振 動 検 出 器 も し く は 絶 縁 板 が 提 案 さ れ る 。 こ の こ
と は 、 振 動 検 出 器 の 圧 力 ス リ ー ブ の 円 筒 状 の 領 域 の 外 径 に 比 べ て 小 さ な 絶 縁 板 の 内 径 の 特
に 簡 単 な 手 段 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 製 作 時 の か つ 組 付 け 時 の 付
加 的 な 費 用 が 全 く 不 要 と か も し く は 僅 か な 程 度 し か 必 要 と な ら な い 改 善 さ れ た 絶 縁 作 用 を
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簡 単 な か つ 驚 く べ き 形 式 で 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 例 の 説 明
以 下 に 、 本 発 明 の 複 数 の 実 施 例 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ お よ び 図 ２ に は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 振 動 検 出 器 も し く は 絶 縁 板 が 示 し て あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 振 動 検 出 器 １ は 、 ケ ー シ ン グ １ ０ と 、 こ の ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に 配 置
さ れ た 圧 力 ス リ ー ブ ２ と を 有 し て い る 。 こ の 圧 力 ス リ ー ブ ２ は 円 筒 状 の 領 域 １ ２ と フ ラ ン
ジ 状 の 領 域 １ ３ と か ら 成 っ て い て 、 中 央 の 孔 １ ４ と 雄 ね じ 山 １ １ と を 有 し て い る 。 こ の 雄
ね じ 山 １ １ は 円 筒 状 の 領 域 １ ２ に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 振 動 検 出 器 １ は 、 圧 電 式 の 板
３ と 、 サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 （ ｓ ｅ ｉ ｓ ｍ ｉ ｓ ｃ ｈ ． 　 Ｍ ａ ｓ ｓ ｅ ） ４ と 、 皿 ば ね ５ と 、 ね
じ 山 付 き リ ン グ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 圧 電 式 の 板 ３ は ２ つ の コ ン タ ク ト 板 ７ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 両 コ
ン タ ク ト 板 ７ は 、 組 み 込 ま れ た 接 続 コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 圧 電 式 の 板 ３ か ら 送
出 さ れ た 信 号 を 検 出 す る た め の 評 価 ユ ニ ッ ト （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 で は 、 圧 電 式 の 板 ３ と サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ と の 間 に 配 置 さ れ た コ ン タ ク ト 板 ７ を 上
側 の コ ン タ ク ト 板 と 呼 び 、 圧 電 式 の 板 ３ と 圧 力 ス リ ー ブ ２ の フ ラ ン ジ 状 の 領 域 １ ３ と の 間
に 配 置 さ れ た コ ン タ ク ト 板 ７ を 下 側 の コ ン タ ク ト 板 と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 下 側 の コ ン タ ク ト 板 ７ と フ ラ ン ジ 状 の 領 域 １ ３ と の 間 に は 第 １ の 絶
縁 板 ８ が 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 側 の コ ン タ ク ト 板 ７ と サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ と の 間
に は 第 ２ の 絶 縁 板 ８ が 配 置 さ れ て い る 。 短 絡 が 生 ぜ し め ら れ る 恐 れ が あ る の で 、 両 絶 縁 板
８ は 、 両 コ ン タ ク ト 板 ７ の 間 の も し く は 圧 電 式 の 板 ３ と 圧 力 ス リ ー ブ ２ と の 間 の も し く は
サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ と 圧 力 ス リ ー ブ ２ と の 間 の 電 気 的 な 接 続 を 阻 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ に 示 し た よ う に 、 絶 縁 板 ８ は 、 内 側 の 周 面 １ ５ に 複 数 の ス リ ッ ト １ ６ を 有 し て い る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 例 で は 、 内 側 の 周 面 １ ５ に ８ つ の ス リ ッ ト １ ６ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら の ス リ ッ ト １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 同 じ 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。
ス リ ッ ト １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 絶 縁 板 ８ の 中 央 線 の 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い て 、 Ｖ 字
形 状 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 絶 縁 板 ８ は 、 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領 域 １ ２ の 外 径
Ｄ ２ よ り も 小 さ く 寸 法 設 定 さ れ た 内 径 Ｄ １ を 有 し て い る 。 ス リ ッ ト １ ６ を 絶 縁 板 ８ の 内 側
の 周 面 １ ５ に 設 け る こ と に よ っ て 、 絶 縁 板 ８ を 圧 力 ス リ ー ブ ２ に わ た っ て 簡 単 に 被 せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 絶 縁 板 ８ の 内 側 の 周 面 領 域 １ ７ は 、 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 部 分 的 に
圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領 域 １ ２ に 当 て 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 内 側 の 周 面 領 域 １
７ は 絶 縁 板 ８ の 平 面 か ら 張 り 出 し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 個 々 の 部 分 の 間 の 、 改 善 さ れ た
絶 縁 が 達 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 特 に チ ッ プ ま た は こ れ に 類 す る も の に 基 づ く 短 絡 を 阻
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ に 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 示 し た よ う に 、 個 別 部 分 は 全 て 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領
域 １ ２ に わ た っ て 被 せ ら れ 、 閉 鎖 の た め に 、 ね じ 山 付 き リ ン グ ６ が 雄 ね じ 山 １ １ に 螺 合 さ
れ る 。 こ の 場 合 、 サ イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ へ の 皿 ば ね ５ の 予 荷 重 も し く は プ レ ロ ー ド が 調 整
さ れ る 。 次 い で 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る ケ ー シ ン グ １ ０ の プ ラ ス チ ッ ク が 、 組 み 付 け ら れ
た 半 製 品 を 取 り 囲 む よ う に 射 出 成 形 さ れ る 。 こ の 場 合 、 プ ラ ス チ ッ ク は 付 加 的 に 導 電 性 の
部 分 の 間 の 絶 縁 の た め に 役 立 つ 。 し た が っ て 、 特 に 、 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 絶 縁 板 ８ の 平
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面 か ら 張 り 出 し た 内 側 の 周 面 領 域 １ ７ に 基 づ き 、 改 善 さ れ た 絶 縁 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ に は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 ８ が 示 し て あ る 。 図 ３ に 示 し た よ う に 、 第 ２
の 絶 縁 板 ８ は 、 一 貫 し て 延 び る ス リ ッ ト １ ８ を 有 し て い る 。 こ の ス リ ッ ト １ ８ は 絶 縁 板 ８
の 内 周 面 か ら 外 周 面 に 向 か っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 絶 縁 板 ８ が 組 付 け 時 に 特
に 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領 域 １ ２ の 雄 ね じ 山 １ １ に わ た っ て 拡 張 さ れ 、 次 い で 、 再 び
収 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 第 ２ 実 施 例 の 絶 縁 板 ８ は 、 第 １ 実 施 例 の 絶 縁 板 と
同 様 に 内 側 の 周 面 領 域 １ ７ を 有 し て い る 。 こ の 周 面 領 域 １ ７ は 絶 縁 板 ８ の 平 面 か ら 張 り 出
し て い て 、 改 善 さ れ た 絶 縁 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ に は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 ８ が 示 し て あ る 。 前 述 し た 両 実 施 例 の 絶 縁 板
と は 異 な り 、 第 ３ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 ８ で は 、 内 側 の 周 面 領 域 １ ７ が 、 組 付 け 前 に 絶 縁 板
８ の 平 面 か ら 張 り 出 し て い る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 絶 縁 板 ８ に は 、 全 周
に わ た っ て 環 状 に 延 び る 縁 部 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 絶 縁 板 ８ の 組 付 け 可 能 性 を 可 能 に す
る た め に は 、 こ の 絶 縁 板 ８ が 少 な く と も １ つ の ス リ ッ ト （ 図 示 せ ず ） を 有 し て い る 。 こ の
ス リ ッ ト は 、 予 め 規 定 さ れ た 長 さ を 有 す る こ と が で き る か ま た は 一 貫 し て 延 び る よ う に 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ お よ び 図 ６ に は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 ８ を 備 え た 振 動 検 出 器 １ が 示 し て
あ る 。 同 一 の 部 分 も し く は 類 似 の 部 分 に は 、 前 述 し た 実 施 例 と 同 じ 符 号 が 付 し て あ る 。 第
４ 実 施 例 は ほ ぼ 第 １ 実 施 例 に 相 当 し て い る の で 、 以 下 に は 、 違 い だ け を 詳 し く 説 明 す る こ
と に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ に 示 し た よ う に 、 振 動 検 出 器 １ は 、 圧 力 ス リ ー ブ ２ と 、 圧 電 式 の 板 ３ と 、 サ イ ズ モ 系
の 質 量 体 ４ と 、 皿 ば ね ５ と 、 ね じ 山 付 き リ ン グ ６ と 、 コ ン タ ク ト 板 ７ と 、 絶 縁 板 ８ と を 有
し て い る 。 こ れ ら の エ レ メ ン ト の 構 造 お よ び 機 能 は 第 １ 実 施 例 に 相 当 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 １ 実 施 例 と は 異 な り 、 第 ４ 実 施 例 の 圧 力 ス リ ー ブ ２ は 円 筒 状 の 領 域 １ ２ と フ ラ ン ジ 状 の
領 域 １ ３ と の 間 に 円 錐 状 の 領 域 ２ ２ を 有 し て い る 。 構 成 に 応 じ て 、 こ の 円 錐 状 の 領 域 ２ ２
は 、 種 々 異 な る テ ー パ も し く は 長 さ を 有 す る こ と が で き る 。 円 錐 状 の 領 域 ２ ２ に よ っ て 、
振 動 検 出 器 １ の 個 別 部 分 、 特 に 下 側 の 絶 縁 板 ８ と 、 下 側 の コ ン タ ク ト 板 ７ と 、 圧 電 式 の 板
３ と は 、 中 心 軸 線 ０ － ０ に 対 し て 対 称 的 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ の 位 置 決 め は 、 プ ラ ス チ ッ
ク ケ ー シ ン グ １ ０ の プ ラ ス チ ッ ク の 射 出 成 形 に よ る 部 材 の 取 囲 み の 間 も 維 持 さ れ た ま ま で
あ る 。 さ ら に 、 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 錐 状 の 領 域 ２ ２ に よ っ て 、 絶 縁 板 ８ の 内 側 の 周 面 領 域
１ ７ の 載 置 も し く は 縁 曲 げ が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ６ に は 、 第 ４ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 ８ が 断 面 図 で 示 し て あ る 。 図 ６ に 示 し た よ う に 、 絶 縁
板 ８ は 、 全 周 に わ た っ て 延 び る 第 １ の 縁 部 １ ９ と 、 全 周 に わ た っ て 延 び る 第 ２ の 縁 部 ２ ０
と の 間 に 同 じ く 円 錐 状 の 領 域 ２ １ を 有 し て い る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 円 錐 状 の 領 域
２ １ は 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領 域 ２ ２ と 同 じ 長 さ お よ び 同 じ テ ー パ を 有 し て い る 。 こ
れ に よ っ て 、 圧 力 ス リ ー ブ ２ へ の 絶 縁 板 ８ の 適 合 が 著 し く 簡 単 と な る 。 念 の た め に 付 言 し
て お く と 、 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 し た 絶 縁 板 ８ も 同 じ く 、 円 錐 付 設 部 ２ ２ を 備 え た 圧
力 ス リ ー ブ ２ に 適 合 さ れ る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 板 ８ の 内 縁 部 は 円 錐 付 設 部 ２ ２ に 対 し て 自 動
的 に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま と め る と 、 本 発 明 は 、 振 動 を 有 す る 構 成 部 分 、 た と え ば エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク に 間 接 的 に ま
た は 直 接 的 に 取 り 付 け る た め の 振 動 検 出 器 １ に 関 す る 。 こ の 振 動 検 出 器 １ は 、 ケ ー シ ン グ
１ ０ と 、 中 央 の 孔 １ ４ 、 円 筒 状 の 領 域 １ ２ お よ び フ ラ ン ジ 状 の 縁 部 １ ３ を 備 え た 圧 力 ス リ
ー ブ ２ と を 有 し て い る 。 圧 電 式 の 板 ３ は ２ つ の コ ン タ ク ト 板 ７ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 サ
イ ズ モ 系 の 質 量 体 ４ は ば ね エ レ メ ン ト ５ と ね じ 山 付 き リ ン グ ６ と に よ っ て 圧 電 式 の 板 ３ に
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作 用 し て い る 。 コ ン タ ク ト 板 ７ の 、 圧 電 式 の 板 ３ と は 反 対 の 側 に 絶 縁 板 ８ が 配 置 さ れ て い
る 。 こ の 場 合 、 こ の 絶 縁 板 ８ は 、 圧 力 ス リ ー ブ ２ の 円 筒 状 の 領 域 １ ２ の 外 径 Ｄ ２ よ り も 小
さ く 寸 法 設 定 さ れ た 内 径 Ｄ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 に よ る 図 示 の 実 施 例 の 説 明 は 、 本 発 明 の 図 解 目 的 の た め に し か 使 用 さ れ ず 、 本 発 明
の 限 定 目 的 の た め に は 使 用 さ れ な い 。 本 発 明 の 枠 内 で は 、 本 発 明 の 範 囲 な ら び に 本 発 明 の
同 等 を 逸 脱 す る こ と な し に 、 種 々 異 な る 変 化 形 お よ び 有 利 な 構 成 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 を 備 え た 振 動 検 出 器 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ に 示 し た 絶 縁 板 の 概 略 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 の 概 略 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 の 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る 絶 縁 板 を 備 え た 振 動 検 出 器 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ５ に 示 し た 絶 縁 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
公 知 先 行 技 術 に よ る 絶 縁 板 を 備 え た 振 動 検 出 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 振 動 検 出 器 、 　 ２ 　 圧 力 ス リ ー ブ 、 　 ３ 　 板 、 　 ４ 　 質 量 体 、 　 ５ 　 皿 ば ね 、 　 ６ 　
ね じ 山 付 き リ ン グ 、 　 ７ 　 コ ン タ ク ト 板 、 　 ８ 　 絶 縁 板 、 　 ９ 　 チ ッ プ 、 　 １ ０ 　 ケ ー シ
ン グ 、 　 １ １ 　 雄 ね じ 山 、 　 １ ２ 　 領 域 、 　 １ ３ 　 領 域 、 　 １ ４ 　 孔 、 　 １ ５ 　 周 面 、 　
１ ６ 　 ス リ ッ ト 、 　 １ ７ 　 周 面 領 域 、 　 １ ８ 　 ス リ ッ ト 、 　 １ ９ 　 縁 部 、 　 ２ ０ 　 縁 部 、
　 ２ １ 　 領 域 、 　 ２ ２ 　 領 域 、 　 Ｄ １ 　 内 径 、 　 Ｄ ２ 　 外 径
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【 図 ７ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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